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 島根県委員会は、11 月 11 日「島根原発 2・3 号機を含

め、全国の原発再稼働に向けた活動を断念すること」を

はじめ防災対策、農業の再生、教員への変形労働制導入

の中止などの申し入れをしました。 

 政府交渉には、大国陽介県議など地方議員が参加、大

平喜信前衆議院議員が同席しました。（写真） 

申し入れでは、島根原発 2号機の適合審査を巡り中電

が出した資料のずさんさを指摘。「データの捏造、隠蔽が相次ぐ中電には原発を動かす資格なし」

と詰め寄りました。 

 

昨年の豪雨災害から 1 年以上経過した今も、多くの被災者が生活の明日も見通せないまま厳し

い避難生活を送っています。 

広島では 11月 6日、岡山では 11月 10日に「被災者支援」をテーマに集会が開催されました。

（写真左は広島の災害問題経験交流会、右は真備での被災者支援報告会） 

会議では、公費解体など、被災者の声を受けて国会議員団・地方議員団の連携で被災者支援制

度を前進させてきた経験が出されるとともに、「仮設住宅の入居延長」「医療費の無料化の再開・

延長」などの課題の実現へ引き続き全力を挙げることが確認されました。 

 

 ブロックいっせい宣伝は、「比例中国ブロックで

の大平議席の奪還」へ向けて、中国地方が心を一

つに宣伝行動を繰り広げる行動です。 

 成功の鍵は、支部と議員の参加の輪を広げるこ

とです。「消費税５％へ」のシール投票、「街角ト

ーク」など様々な形で、多くの支部と議員が参加

しましょう。（写真は 10月の岡山市での宣伝） 
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